技　  術　  概　  要　  書

	テーマ名
	　（平成17年度下期テーマの中から応募技術が該当するテーマ名を１つだけ記入）

	ふ り が な
	

	技術名称
	

	　
	

	技術の概要
　
（200字以内）
	

	技術の詳細

（箇条書きまたは参照資料番号・頁を記入）
	1.技術開発の背景及び契機

	
	2.応募技術の特徴

	（ﾎﾟｲﾝﾄ箇条書き）
	3.応募技術が画期的な点

・

・

・

	（様式に載せきれない写真・図がある場合には、主要なものを載せ、その他は別添として下さい）
	4.写真・図面等


※この様式は、今回の審査の参考として用いるものであり、無断で他の目的に使用することはありません。
	
	5.活用の効果
　   （1）これまでの技術に対する優位性及び期待される効果（想定）
・
・　
・

	
	（2）従来技術に対する、経済性その他の項目の性能

	
	
	経済性　＊
（上：試行、下：ﾓﾃﾞﾙ）
	工程
	品質・

出来形
	施工時の
安全性
	施工性
	自然環境
への影響
	景観
	その他
	　

	
	
	％程度低減
（増加）
	％程度低減
（増加）
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	
	％程度低減
（増加）
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	


	
	経済性等その他についてのコメント

・

・

	
	6.適用範囲

（1）適用できる範囲

・

・

（2）適用できない範囲

・

・

（3）他の分野等への適用の可能性

・

・

	特許等取得情報
	特許
	□有り　　　□出願中　　　□出願予定　　　□無し
	取得年
	年

	
	実用新案
	□有り　　　□出願中　　　□出願予定　　　□無し
	取得年
	年

	建設技術審査証明等
	制度の名称
	
	証明機関
	

	□有り  □無し
	番号
	
	証明年
	

	　【参考】

	ＮＥＴＩＳ登録
	□登録済　（登録番号：　　　　　　　） □審査中または受理（技術事務所名：　　　　　　　　） □未登録

	表彰経歴
	国土技術開発賞、過去のテーマ設定技術選定　等を取得されている場合に記入

	□有り  □無し
	表彰制度名：　　　　　　　　　　受賞名：　　　　　　　　　　　　　受賞年：

	施工実績
	国土交通省：　　　件、　　その他公共機関　　　　　件、　　　　民間：　　　　　　件

	
	施工実績のある場合は別紙　様式-5　施工実績内訳書に記入すること

	【添付資料一覧】　　　　様式外の添付資料の一覧を記入

	添付資料－１
	（パンフレット：該当する場合必ず添付→添付できない場合は、その理由を記入）

	添付資料－２
	（特許等の公開・公告された写し：該当する場合は必ず添付→添付できない場合は、その理由を記入）

	
	※１　特許等の公開・公告された写しの資料については、公開特許公報のフロントページ（特許番号、発明の名称が記載されているページ）のみとしてください。
※２　特許の数が多く、１０枚に収まらない場合は、応募した技術の特許の中で重要度の高いものについて添付すること。

	添付資料－３
	（公的機関の審査・評価等の写し：該当する場合必ず添付→添付できない場合は、その理由を記入）

	添付資料－４
	（表彰経歴：該当する場合必ず添付→添付できない場合は、その理由を記入）

	【留意事項】
	①添付資料については、各１０枚を上限に収まるように要約して作成して下さい。

	
	②「添付資料１～４」の中で該当する添付資料がない場合は、添付資料番号を繰り上げないで下さい。その他の添付資料については「添付資料－５」から添付資料番号をつけて下さい。


＊　上段に別紙の公募テーマの詳細に記載の「提供するフィールド②試行規模」の場合、下段に同「提供するフィールド③経済性比較の際に用いる工事規模のモデル」の場合についての経済性をそれぞれ記載すること。



（必要な場合は記入）





（「向上」・「同程度」・「低下」のいずれかを記入） 





様式―２





（数値で記入。幅を持たせた標記でも可）








